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１
９
８
７
年「
再
共

１
９
８
７
年「
再
共

済
事
業
」ス
タ
ー
ト

済
事
業
」ス
タ
ー
ト

　
起
点
は
、
五
つ
の
単
産
共

済
が
「
自
動
車
共
済
事
業
」

を
行
う
た
め
に
設
立
（
１
９

７
５
年
認
可
）
し
た
「
全
国

単
産
労
働
者
共
済
生
活
協
同

組
合
連
合
会
（
単
産
共
済
連

合
会
）
」
で
、
そ
の
後
、
労

済
連
（
現
：
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
о
о
ｐ
）
と
の
一
体
的
事

業
を
目
指
し
た
「
自
動
車
共

済
連
」
へ
の
改
組
（
80
年
）

や
、
再
共
済
事
業
の
ス
タ
ー

ト
を
契
機
と
し
た
「
全
労
済

再
共
済
連
」
へ
の
改
組
（
87

年
）
を
経
て
、
２
０
０
４
年

か
ら
は
再
共
済
事
業
を
専
門

的
に
扱
う
団
体
（
２
０
０
６

年
に
「
日
本
再
共
済
生
活
協

同
組
合
連
合
会
（
日
本
再
共

済
連
）
」
へ
改
名
）
と
し
て

あ
ら
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　「
相
互
扶
助
（
助
け
合

い
）
・
最
大
奉
仕
」
の
精
神

を
原
点
と
し
た“O

n
e for 

a
ll , a

ll fo
r o
n
e
”

を

「
理
念
」
に
、
再
共
済
の
提

供
と
運
用
を
通
じ
た
会
員

（
元
受
共
済
団
体
）
の
事
業

の
安
定
・
発
展
を
「
事
業
目

標
」
に
掲
げ
、
今
日
ま
で

〝
再
共
済
セ
ン
タ
ー
〟
と
し

て
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

　
加
え
て
、
共
済
事
業
や
協

同
組
合
・
労
働
者
福
祉
運
動

の
発
展
に
寄
与
す
る
観
点
か

ら
、
日
本
共
済
協
会
や
Ｉ
Ｃ

Ｍ
Ｉ
Ｆ
（
国
際
協
同
組
合
保

険
連
合
）
な
ど
に
も
加
盟
。

日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
世

界
の
協
同
組
合
と
の
連
携
強

化
に
も
努
め
て
い
る
。

事
業
の
概
要
と
動
向

事
業
の
概
要
と
動
向

　
同
会
で
は
、
７
種
の
再
共

済
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い

る
。
危
険
分
散
（
再
保
険
）

に
よ
っ
て
会
員
（
元
受
共
済

団
体
）
の
事
業
を
安
定
さ
せ

る
再
共
済
事
業
を
生
業
と
し

て
30
年
余
が
経
過
し
て
い
る

が
、
こ
の
間
、
日
本
再
共
済

連
は
、
三
つ
の
機
能
「
事
業

成
績
（
損
害
率
）
の
安
定

化
」
「
引
受
能
力
の
補
完
」

「
異
常
損
害
に
対
す
る
プ
ロ

テ
ク
シ
ョ
ン
」
を
発
揮
し
つ

つ
、
会
員
と
の
信
頼
関
係
を

醸
成
す
る
中
か
ら
、
会
員
の

ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
「
再
共
済

契
約
」
の
締
結
を
目
指
し
て

き
た
。
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
、

「
火
災
共
済
再
共
済
」
「
自

然
災
害
共
済
再
共
済
」
「
総

合
（
慶
弔
）
共
済
再
共
済
」

「
生
命
共
済
再
共
済
」
「
交

通
災
害
共
済
再
共
済
」
「
自

動
車
共
済
再
共
済
」
「
自
賠

責
共
済
再
共
済
（
注
）
」
）

の
７
種
だ
。

　
中
で
も
、
近
年
の
頻
発
化

・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

（
台
風
・
地
震
・
豪
雨
災
害

な
ど
）
を
背
景
と
し
て
、
火

災
共
済
、
自
然
災
害
共
済
に

関
わ
る
支
払
再
共
済
金
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
特

徴
点
で
あ
り
留
意
点
と
な
っ

て
い
る
。

　
会
員
（
元
受
共
済
団
体
）

か
ら
引
受
け
た
リ
ス
ク
の
一

部
に
つ
い
て
は
、
「
国
際
再

保
険
」
を
活
用
し
て
リ
ス
ク

の
分
散
を
図
っ
て
い
る
が
、

特
に
地
震
や
台
風
な
ど
の
集

積
損
害
リ
ス
ク
の
確
実
な
移

転
に
向
け
て
は
、
「
生
協
・

協
同
組
合
共
済
の
理
念
や
特

性
」
に
つ
い
て
理
解
し
て
も

ら
う
中
で
、
「
海
外
再
保
険

会
社
」
と
の
間
で
契
約
を
結

び
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
な

再
保
険
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
ま
た
、
決
算
（
２
０
２
０

年
度
）
に
つ
い
て
は
、
全
体

の
契
約
件
数
が
、
１
８
８
８

万
件
（
前
年
度
比
４
・
１
％

増
）
と
な
る
中
、
受
入
再
共

済
掛
金
は
、
２
４
３
億
１
０

０
０
万
円
（
同
９
・
９
％

増
）
、
支
払
再
共
済
金
は
、

65
億
４
６
０
０
万
円
（
同
30

・
５
％
減
）
。
と
り
わ
け
、

一
昨
年
に
比
べ
大
規
模
自
然

災
害
等
に
よ
る
支
払
共
済
金

が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
経
常
剰
余
金
は
、

８
億
１
３
０
０
万
円
（
４
０

５
％
増
）
と
な
り
、
１
２
５

１
％
（
３
３
６
ポ
イ
ン
ト

増
）
と
な
っ
た
支
払
余
力
比

率
な
ど
の
決
算
数
値
か
ら

も
、
事
業
は
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
ウ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
取

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
取

り
組
み

り
組
み

　
同
会
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
日
本

再
共
済
連
の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
「
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
、

会
員
や
協
同
組
合
組
織
な
ど

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め

る
」
と
明
記
し
て
お
り
、
組

織
全
体
と
し
て
理
解
を
深
め

る
た
め
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研

修
な
ど
を
実
践
し
て
い
る
。

ま
た
、
資
産
運
用
に
お
け
る

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
も
具
現
化
し
て

お
り
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
継
続
・

強
化
す
る
計
画
だ
。

　
ま
た
、
「
会
員
・
組
合
員

と
の
つ
な
が
り
強
化
」
も
図

り
、
会
員
に
対
し
て
は
、
再

共
済
事
業
の
推
進
以
外
に

も
、
巨
大
災
害
リ
ス
ク
の
分

析
支
援
を
は
じ
め
、
制
度
改

定
・
新
制
度
開
発
に
関
す
る

助
言
や
、
法
改
正
や
自
然
災

害
に
関
す
る
情
報
提
供
、
さ

ら
に
は
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
な
ど
を
通
じ
た
日
常
的

連
携
の
中
で
、
会
員
の
事
業

の
安
定
・
発
展
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い

る
。
会
員
が
主
催
す
る
研
修

会
に
お
い
て
は
、
要
請
に
基

づ
く
支
援
（
講
師
の
派
遣
や

紹
介
な
ど
）
を
行
っ
て
い

る
。

　
現
在
で
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
事
業
展
開
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
が
、
同
会
で
は
非
対

面
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
ベ
ー
ス

と
し
た
事
業
運
営
を
追
求
す

る
と
と
も
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
の
策
定
や
、

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
働
き
方

改
革
等
に
も
着
手
し
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
４

月
か
ら
は
、
四
つ
の
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
①
日
本
の
共
済
協
同

組
合
全
体
の
再
共
済
セ
ン
タ

ー
を
目
指
す
②
会
員
の
事
業

の
安
定
と
発
展
に
貢
献
す
る

組
織
と
な
る
③
再
共
済
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
と

な
る
④
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
貢
献
す
る
―
か
ら
な

る
「
21
年
度
～
22
年
度
経
営

政
策
」
の
具
現
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
野
田
三
七
生
理
事
長
は
、

「
日
々
の
暮
ら
し
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に

対
峙
す
る
今
日
、
備
え
と
し

て
の
共
済
事
業
、
そ
し
て
、

そ
れ
を
支
え
る
再
共
済
事
業

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
る
。
『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
』
へ

の
継
続
し
た
対
応
が
求
め
ら

れ
る
中
で
、
今
後
も
厳
し
い

事
業
運
営
を
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
会
員
と
そ

の
組
合
員
へ
の
貢
献
が
再
共

済
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
日
本
再

共
済
連
の
役
割
・
使
命
で
あ

る
。
肝
に
銘
じ
て
経
営
政
策

の
さ
ら
な
る
具
現
化
を
目
指

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　（
注
）
自
賠
責
共
済
の
グ

ル
ー
プ
内
再
共
済
と
、
自
賠

法
に
基
づ
く
共
同
プ
ー
ル
事

務
・
政
府
へ
の
報
告
届
出
事

務
。

元
受
共
済
団
体
の
リ
ス
ク
分
散
図
る

野田理事長

再共済契約の仕組み

年４回発行している「さいれんだより」

　
日
本
再
共
済
生
活
協
同
組
合
連
合
会
（
日
本
再
共
済
連
）
は
、

「
再
共
済
」
に
特
化
し
て
事
業
を
行
う
国
内
で
唯
一
の
生
活
協
同
組

合
だ
。
主
な
会
員
は
、
職
域
や
地
域
の
生
活
協
同
組
合
・
事
業
協
同

組
合
な
ど
で
、
「
火
災
共
済
再
共
済
」
を
は
じ
め
と
す
る
７
種
の
再

共
済
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
お
り
、
数
次
に
わ
た
る
「
経
営
政
策
」

で
重
点
課
題
に
位
置
付
け
た
「
会
員
と
事
業
の
拡
大
」
の
取
り
組
み

強
化
に
よ
っ
て
、
会
員
数
・
事
業
規
模
は
着
実
に
拡
大
。
現
状
に
お

け
る
会
員
数
は
65
会
員
で
、
２
０
２
０
年
度
の
受
入
再
共
済
掛
金
は

２
４
３
億
１
０
０
０
万
円
（
９
・
９
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

再
共
済
に
特
化
し
た
唯
一
の
生
活
協
同
組
合

会
員
数・事
業
規
模
が
着
実
に
拡
大

８日本共済協会30周年
日本再共済連


